
 

 

 

 

「体をきたえる子」・「思いやりのある子」・「最後までやり抜く子」・「進んで学習する子」 
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子供たちにとっても教員にとっても実り多き秋にしていきます 

校 長  金木 圭一 

２学期が始まって一月が経ちました。９月は台風、大雨、雷と学校に児童を待機させたり、雲の動きを見て下校させたり、保護

者の方に迎えに来ていただいたりと天候に悩まされました。ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。また、２０日頃までは

連日猛暑が続き、校庭での体育や休み時間の外遊びを中止することもありました。１０月はどのような天候になっていくか不安では

ありますが、児童の安全第一で対応してまいります。引き続き、よろしくお願いします。 

▶ ○○の秋 

近年、夏が終わったと思ったら、もう冬が近付いてきたよという声を聞くことがあります。食欲、芸術、スポーツ、読書、行楽、収穫な

ど、○○の秋と言われることはないのでしょうか。そのようなことはないと思います。例えその期間が短かったとしても、スポーツをするにも

湿度が低かったり、梨や柿など秋ならではの果物を食したり、気持ちよい風の下読書に親しんだりすることがあるのではないでしょう

か。何気なく生活していると、四季を感じずにその季節が過ぎてしまうことがあるかもしれません。お子様と様々な変化を味わい、○○

の秋などと話してみてはいかがでしょうか。 

▶ 10月 4日（土）学校公開日 

今週の土曜日は、2回目の学校公開日となります。公開時間は 2時間目（9 時 35分開始）から 4時間目（12時 10分

終了）までとなっており、子供たちは給食後にも授業があります。お子様の成長した姿を通じて、学校の様子をご覧いただきたいと

思います。 

毎日、校内を巡視して授業を観察したり、特定の期間に全教員の1時間単位の授業を観察したりしていますが、「主体的、対話

的で深い学び」の授業はまだまだ研鑽が必要です。授業終了後には、自らの授業を振り返り、子供たちに戸惑いが生まれたり、理

解できなかった場面があったりする場合は、どのように授業を工夫すればよかったのかを検討し、次の授業に生かしています。子供たち

によりよい授業を届けるために、全教員はこれからも学び続けます。学校公開でお気付きの点は、アンケートで声をお寄せください。

なお、今回から、アンケートはWebで実施します。学校公開のお知らせ又は受付に掲示していますQRコードを読み取り、提出され

ます方は、期限内の回答をお願いします。また、学校からの発信については、紙面削減、保護者の皆様が出先でも確認できるよう、

tetoru を有効的に活用していきたいと考えています。ご理解のほど、よろしくお願いします。 

▶ 体験活動 

子供たちが成長していくには、教科書を活用して学ぶだけでなく、体験活動も重要です。「百聞は一見に如かず」ということわざが

ありますが、実際に行動して確かめることの重要性が体験活動にはあります。 

9 月には 3 年生の児童が、自転車運転免許教室で実際に自転車に乗り、安全に運転することの大切さを学びました。また、東

京都教育委員会の「笑顔と学びの体験活動プロジェクト」によるパラスポーツ交流プログラムで、パラアスリートの伊藤力さんとボッチャ

を体験し、スポーツの素晴らしさを学びました。1 年生は、学校に江戸川区自然動物園からモルモットを呼び、触れ合うことで、生き

物の命の大切さを学びました。 

体験活動は、「活動あって学びなし」となってはなりません。体験には、様々な意味や価値があります。今後も生活科見学や社会

科見学などありますが、学習活動と結び付け、価値ある体験活動にしていきたいと思います。 

 

学校だより  


